
三
、
玄
山
が
洪
庵
に
貰
っ
た
「
扶
氏
医
戒
之
略
」
に
つ
い
て
。

マ
マ

発
見
時
、
軸
の
瑞
裏
に
「
安
政
三
已
年
大
坂
府
緒
方
洪
庵
先
生
家
在
塾
中
師

ヨ
リ
賜
之
者
也
跡
見
菅
満
藤
原
武
正
と
後
年
の
筆
で
記
し
て
あ
っ
た
。

そ
の
存
在
は
前
記
発
表
の
際
報
告
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
折
緒
方
富
雄
氏
は

他
か
ら
出
る
も
の
は
信
用
さ
れ
な
い
ら
し
く
、
偽
物
で
は
な
い
か
と
い
っ
て

お
ら
れ
た
。
洪
庵
の
字
は
特
色
の
あ
る
も
の
で
、
い
く
つ
か
見
れ
ば
す
ぐ
わ

か
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
軸
は
整
書
し
て
あ
り
、
そ
の
点
今
ま
で
知
ら
れ
た

も
の
の
中
最
も
整
っ
た
も
の
で
あ
る
や
巻
末
年
時
は
「
安
政
丁
巳
春
三

月
」
と
な
っ
て
お
り
、
旧
来
の
二
本
が
「
正
月
」
と
な
っ
て
い
る
の
と
異
な

る
。
玄
山
は
は
じ
め
三
月
頃
帰
郷
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
そ
の

時
書
い
て
貰
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
他
に
も
玄
山
の
よ
う
に
、
離
塾
の
折
医
者

の
戒
め
と
し
て
、
貰
っ
た
も
の
が
何
人
か
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な

お
、
本
文
中
に
は
そ
の
他
小
さ
な
部
分
で
、
旧
来
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る

点
も
い
く
つ
か
あ
る
。

四
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
二
月
二
二
日
付
の
龍
碩
か
ら
玄
山
宛
の
手
紙

（
前
記
拙
稿
に
読
承
下
し
文
あ
り
）
。
地
方
の
蘭
方
医
相
互
間
の
西
洋
医
学
書

の
訳
本
の
貸
借
や
、
種
痘
の
痘
痂
の
融
通
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
玄
山
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
洋
学
論
再
構
成
試
論
ｌ
跡
見
玄
山
の
場

合
を
手
が
か
り
と
し
て
ｌ
」
（
思
想
六
六
五
号
一
九
七
九
年
十
一
月
）
を
参

照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

わ
れ
な
い
。

た
よ
う
だ
。
な
お
、
適
塾
姓
名
録
に
松
崎
の
と
こ
ろ
に
、
の
ち
に
梅
毒
で
死

ん
だ
旨
の
付
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
を
確
認
し
た
上
で
の
記
載
と
は
思

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
占
領
軍
総
司
令
部
公
衆
保
健
部
長
サ
ム
ス
大
佐
に

よ
り
わ
が
国
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
導
入
が
勧
告
さ
れ
、
同
年
八
月
三
一

日
に
イ
ン
タ
ー
ン
関
係
勅
令
が
公
布
さ
れ
、
同
年
一
○
月
一
日
よ
り
こ
の
制

度
が
実
施
さ
れ
た
が
、
医
学
教
育
体
系
を
変
え
な
い
で
実
地
修
練
コ
ー
ス
だ

け
を
つ
け
加
え
た
こ
と
、
戦
争
直
後
の
た
め
受
け
入
れ
体
制
が
不
備
で
あ
っ

た
こ
と
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
身
分
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の

問
題
が
あ
っ
た
。

こ
の
制
度
の
発
足
当
時
か
ら
医
学
生
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
制
度
改

善
の
要
求
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
医
育
者
の
側
か
ら
も

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
廃
止
の
方
向
を
目
指
し
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
す
で
に
現
行
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
廃
止
の
意
見
が
広

く
各
界
に
彦
透
し
て
い
た
。
し
か
し
、
制
度
の
改
善
か
完
全
廃
止
か
に
つ
い

て
は
見
解
が
別
れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
卒
業
と
同
時
に
国
家
試

験
を
行
な
っ
て
医
師
免
許
証
を
与
え
る
点
で
は
各
界
の
意
見
が
一
致
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
は
な
お
一
部
に
異
論
が
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
に
は
、
厚
生
省
は
（
一
）
卒
業
と
同
時
に
医
師
国
家
試
験
を
行

な
う
、
（
二
）
合
格
者
に
は
一
種
の
仮
免
許
を
与
え
る
、
（
三
）
そ
の
後
一
定

期
間
の
実
地
修
練
を
行
な
う
、
（
四
）
実
地
修
練
終
了
後
に
正
式
の
医
師
免

許
を
与
え
る
、
と
い
う
案
を
国
会
に
上
程
し
た
が
、
各
界
に
反
対
が
起
こ

り
、
審
議
に
至
ら
な
か
っ
た
〕

昭
和
四
十
一
年
に
は
、
現
行
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
廃
止
し
、
卒
業
後
に
国

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度

山

本
俊
一
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家
試
験
を
行
な
っ
て
医
師
免
許
を
与
え
る
と
い
う
点
で
各
界
の
意
見
が
統
一

さ
れ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
に
代
わ
る
臨
床
研
修
制
度
案
が
決
ま
ら
ず
、

国
会
上
程
は
見
送
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
に
も
、
新
し
い
研
修
方
式
に
つ

い
て
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
制
度
改
革
は
見
送
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
た
め

一
部
大
学
医
学
部
で
は
学
生
・
研
修
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は
改
正
法
案
が
上
程
さ
れ
、
同
年
五
月
に
衆
議
院
修
正

案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
が
、
修
正
の
骨
子
は
、
卒
後
研
修
の
修
了
を
「
医
籍

に
登
録
す
る
」
こ
と
を
止
め
、
「
厚
生
大
臣
に
報
告
す
る
」
点
に
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
の
法
案
審
議
中
に
は
一
部
の
医
学
部
・
医
科
大
学
に
お
い
て

ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
な
わ
れ
た
が
、
同
年
秋
に
は
全
国
的
に
ゑ
て
ほ
ぼ
解
除
さ

れ
、
漸
次
平
静
に
戻
っ
た
。
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山
脇
東
洋
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解
剖
の
地
に
関
す
る
新
知
見

雑
報

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

と
き
十
一
月
十
三
日
（
日
）

と
こ
ろ
大
阪
市
北
区
中
之
島
四
丁
目

大
阪
大
学
医
学
部
二
階
会
議
室

演
題

１
（
示
説
）
ボ
ー
ド
イ
ン
・
ア
ル
バ
ム
一
八
六
二
’
一
八
七
○
の
日
本
の

写
真
百
五
十
枚
か
ら
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
病
院
）

２
Ｅ
・
。
ヘ
ル
ツ
と
Ｏ
・
Ａ
・
Ｇ
（
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
）

安
井
広
（
愛
知
県
）

３
Ｓ
・
リ
ン
ガ
ー
（
一
八
三
五
・
一
九
一
○
）

７
本
邦
東
西
の
三
大
切
断
術
の
描
画
（
供
覧
）

ｕ
Ｆ

５
烏
取
藩
に
お
け
る
御
薬
園
と
平
田
眠
翁

４
越
前
版
俗
解
八
十
一
難
経
の
異
版
に
つ
い
て

Ｉ
卜
に

私
家
蔵
の
医
家
遺
墨
に
つ
い
て
中
山

日
本
人
の
湯
治
観
ｌ
箱
根
「
七
湯
の
枝
折
」

中
沢 森

納
（
烏
取
県
）

岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

宗
田
一
（
杏
雨
書
屋
）

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

太
木
（
高
槻
市
）

沃
（
岡
山
大
学
）

を
中
心
と
し
て

修
（
岡
崎
市
）

100(100）


